
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洋野町 堤内 裕子（つつみない ひろこ）さん  

青年農業士 

【経営内容】 酪農 

【経歴および実績】 ４年間の南十勝酪農ヘルパー組合勤務を 

経て、平成 23年に酪農専業経営を行っている両親のもとに就農。 

現在は、経理部門を担当するほか、搾乳作業や飼養管理を父親や 

夫と共に行っています。 

また、ＪＡ新いわて久慈酪農生産部会女性部（通称「ミルクレ 

ディース」）や、洋野町生活研究グループ連絡協議会の構成組織 

である「よつば会」の会員として、地元小学校への「酪農出前授 

業」や一般消費者を対象としたアイスクリームづくり体験の指導 

を行うなど、若手農業者として率先して集団的活動に携わってい 

ます。 

【ひとこと】 平均乳量や乳質、牛の健康寿命などを改良しつつ、牛も人も楽な、「楽農業」を実践し

ていきたいと思います。また、非農家の人たちに、酪農や牛をもっと身近なものに感じてほしいと考

えています。そのために出来ることを、今後見つけていきたいと思います。 
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洋野町 塩倉 健一（しおくら けんいち）さん 

農業農村指導士 

【経営内容】 酪農 

【経歴および実績】 平成７年に就農して以来、粗飼料生産や 

飼養管理技術の研鑽に励み、省力機械の導入による飼養管理 

作業の効率化で計画的に規模拡大を図るほか、各種農業団体 

の代表を務めるなど地域農業のけん引役です。 

また、地域の酪農家にＴＭＲ飼料を供給する「農事組合法 

人洋野ＴＭＲセンター利用組合」の代表理事として、良質粗 

飼料の安定供給による高品質乳生産、構成員の個別所有機 

械装備の集約化による生産コスト低減など、構成員の経営体 

質強化に取り組んでいます。 

【ひとこと】 ＴＭＲセンターや堆肥センターの活用と、飼養管理機器の自動化や作業の効率化を進め

ることで、搾乳牛 100 頭規模の酪農が家族経営で成立し、後継者世代に引き継げる地域内の体制づ

くりを進めていきたいと考えています。 

認定証書交付の様子 

（写真左が堤内裕子さん） 
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令和２年２月５日、サンセール盛岡（盛岡市）において、岩手県農業農村指導士認定証書交付式が開催

され、今年度新たに認定された農業農村指導士の方々に岩手県知事からの認定証書が交付されました。 

 当管内では、農業農村指導士として塩倉健一さん（洋野町）が、青年農業士として堤内裕子さん（洋野

町）が認定されました。 

新たに２名の農業農村指導士・青年農業士が誕生！ 

認定証書交付の様子 

（写真左が塩倉健一さん） 



 

 ○農業農村指導士等の認定者数（令和２年２月 18日現在、令和元年度満了者に加え新規認定者も含む） 

区分 県全体 久慈地方計 久慈市 洋野町 野田村 普代村 

農業農村指導士  １７６   １２ ６ ４ ２ ０ 

青年農業士   ５３    ３ １ ２ ０ ０ 

合計  ２２９   １５ ７ ６ ２ ０ 

 

○久慈管内で農業農村指導士等に認定されている方々（久慈地域農業農村指導士等連絡会） 

区分 認定年度 氏名 市町村 経営内容 

農業農村指導士 平成 15年 田村 英寛 久慈市 肉用牛、酪農 

平成 17年 平谷 東英 野田村 養豚､果樹 

平成 18年 長坂 信一 久慈市 野菜 

〃 長坂 亜紀子 久慈市 野菜 

平成 22年 大矢内 利男 久慈市 菌床しいたけ 

平成 23年 佐々木 富明 久慈市 酪農 

平成 25年 南 ヱイ子 洋野町 養鶏､農産加工 

〃 鹿糠沢 津嘉 野田村 水稲､野菜 

平成 26年 戸﨑 武幸 久慈市 菌床しいたけ 

〃 下川原 幸子 洋野町 果樹､農産加工 

平成 28年 塩倉 康美 洋野町 酪農 

令和元年 塩倉 健一 洋野町 酪農 

青年農業士 平成 27年 田村 憲史 久慈市 酪農、肉用牛 

〃 田代 人貴 洋野町 酪農 

令和元年 堤内 裕子 洋野町 酪農 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久慈農業改良普及センター 

facebook 公開中！ 

   久慈寒次郎が、最新の情報や、 

   HOTな情報をお届けします。 

お楽しみに！ 
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久慈地方寒締めほうれんそう 

イメージキャラクター 

久慈寒次郎 

 

※岩手県農業農村指導士認定制度とは 

 地域の農業・農村の振興に意欲的に取り組んでいる優れた農業者を岩手県農業農村指導士として知事が

認定し、その自主的活動の助長を図り、本県の農業及び農村の一層の発展に寄与することを目的に、平成

15年度に農業士制度と農村生活アドバイザー制度を統合し、創設されました。 

 岩手県農業農村指導士は、年齢等の認定要件によって「農業農村指導士」と「青年農業士」に区分され

ます。 

あ・農業農村指導士：39歳以上で 65歳までに概ね 10年以上認定要件に掲げた活動ができる者である 

          こと。（認定期間満了年齢 65歳） 

あ・ 青 年 農 業 士 ：39歳までに概ね５年以上認定要件に掲げた活動ができる者であること。 

          （認定期間満了年齢 39歳）  

Facebookの閲覧 

お願いします！ 

久慈市山形町ホウレン草 

振興キャラクター 

緑のダイヤちゃん 

 

久慈農業改良普及センターfacebook 検索 

緑のダイヤちゃんもよろしく！ 

 


